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ある 2 点間の経ネ y トワーク中の各アークに L-R ファジィ数が距離として定義されている場合に，第 7 章では，
その実現可能性を最大にする経路を最適とするファジィ最短意思決定者が要求する暖昧な目標に対して，路のうち，




させた Dijkstra 法の拡張を行っている o
第 8 章では本研究を総括し，更なる検討が必要な点，
経路問題を提案しており，
論文審査の結果の要旨
本論文は， ファジィ最適化問題について様相性を数理的に扱うことによる解析を行ったもので，現実問題への適用
可能性が十分に考えられる幾つかのモデルについて研究，考察がなされており，主な成果は次の通りである。
(1) 制約条件の定数項を可能性変数とした線形計画問題の新たなモデル(ファジィ二段階問題)および効率的解法を
提案し，意思決定問題のより現実的な定式化法を明らかにしてる。
(2) 通信網設計等に応用されるスパニング・ツリー問題において，より現実に近い条件で問題を定式化することがで
きるように，そのファジィ概念化(ファジィ・スパニング・ツリー問題)を試みている o
(3) シェアリング問題における各需要点の重みについて，その情報のあいまい性，動的変化に対応できるモデル(ファ
ジィ・シェアリング問題)を提案している o また，最適と思われる流量パターンを流量の逐次的改訂により求める
際，非常に有効な改訂ルールを構築している。このことにり，より公平な物資の輸送法に対する一つの提案を与え
ている。
(4) ネットワーク中のアークにファジィ数が距離として定義されている場合に，意思決定者にとって最適と思われる
経路を見いだす方法として最短経路問題の解法である Dijkstra 法の拡張(ファジィ最短経路問題)を行っており，
経路の構成過程とファジィ目標に対する可能性測度間に存在する幾つかの性質を明らかにすることにより，その妥
当性を保証している O
以上のように，本論文は数理計画問題，組合せ最適化問題を様相性の観点によりファジィ概念化し，その考察を行っ
ている。これらの研究は不完全情報下での意思決定において，意思決定者に有効な判断記述を提供するものと考えら
れ，応用物理学，特に数理情報工学の分野に対して貢献するところが大であるo よって本論文は博士論文として価値
あるものとら忍める。
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